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二c.
主
円

ス
ポ
ー
ツ
の

秋

を

満

喫

「
)
各
地
区
で
運
動
会
;

秋
空
の
も
と
、
各
他
民
で
運
動
会
が
盛
大

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
ヰ
か
ら
「
吋
氏
体
育
祭
」
が
発
展
的
に

見
直
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
因
体
て
高
ま
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
熱
を
比
区
運
動
会
で
長
り
上
げ
よ

う
と
、
区
長
さ
ん
や
体
育
指
導
委
員
さ
ん
ら

が
中
心
と
な
り
、
，
位
氏
全
員
が
・
楽
し
め
る

逐
動
会
'
を
目
標
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
連
動
会
の
会
場
で
は
、
地
区
ご
と
に
ス

ロ
l
方
ン
を
掲
げ
て
、
趣
向
を
将
司
ら
し
た
楽

し
く
、
面
白
い
競
技
が
行
な
わ
れ
、
熱
戦
を

展
開
。
応
援
ム
ロ
戦
も
白
熱
し
て
、
歓
声
や
笑

い
に
色
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
区
運
動
会
を
通
し
て
尚
一

一得
の
地

域
の
連
帯
感
が
深
め
ら
れ
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

企西条一区運動会 (西条小学校で)

宇409-38山梨県



昭和 62年11月1日発行(2 ) 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

決

算

概

要

わつよし報広

ミ

諸収入・その他
1億 3，890万3千円

( 4.4 %) 

繰入金 3，591万3千円(1. 1労

一
九
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
に
対
し
て
、
使
わ
れ
た
お
金

(
歳
出
額
)
は
、
二
九
億
八
、

O
七
四

万
四
千
円
で
、
六
十
年
度
は
総
合
会
館

の
建
設
な
ど
に
よ
り
民
生
費
が
三
六
・

五
男
と
最
も
大
き
い
割
合
で
し
た
が
、

六
十

一
年
度
は
土
木
費
(
二
七
・
八
第
)

と
総
務
費
(
二
六
・
四
労
)
が
増
加
し

ま
し
た
。
乙
れ
は
、
主
に
道
路
新
設
改

良
工
事
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
新
事

業
の
下
水
道
費
、
都
市
計
画
街
路
及
び

河
川
改
修
工
事
、
総
合
駐
車
場
用
地
購

入
、
交
通
安
全
施
設
(
信
号
機
・
カ
ー

ブ
ミ
ラ
l
等
)
の
設
置
及
び
補
修
、
各

種
選
挙
(
町
長
選
・
衆
参
議
選
・
知
事

選
・
県
議
選
)
費
な
ど
の
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は
、
一

億
七
、

一
一
八
万
円
と
な
り
、
そ
の
内
、

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
事
業
の
財
源
充

当
額
五
、
八
二
二
万
五
千
円
を
差
引
く

と
、
残
り
の
一
億

二

二
九
五
万
五
千

円
が
六
十

一
年
度
の
実
質
収
支
に
よ
る

剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。

(
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
二

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
グ
ラ
フ
と
表

を
使
っ
て
表
わ
し
ま
し
た
。
)

固定資産税 町民税 電 気 税 町たばこ消費税 その他
122，838円 77，713円 13，673円 5，617円 897円

土地・家屋及 市町村民税は 電気の使用者 たば乙の消費 軽自動車税・
CJi、償却資産lζ 均等割及び所 を納税者とす に対して課す ガス税・特別
対して課され 得割によって る消費税 る消費税 土地保有税な
る一種の財産 課する町の主 ど
税 要財源

町税の収入状況〈決算額)
「τ覆15，738万8千円 昭和 56年度

渇水対策事業
特別会計(老人保健特別会計)

昭和 57年度

24億 6，762万8千円| 昭和 61年度

過去5年間の決算状況
匿E

昭
和
六
十
一
年
度
の
昭
和
町
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人

保
健
特
別
会
計
、
渇
水
対
策
事
業
特
別

会
計
の
各
会
計
決
算
が
、
九
月
二
十
四

日
か
ら
三
十
日
ま
で
聞
か
れ
た
九
月
定

例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
初
二
四
億
九
、
四
五
二
万
九
千
円

で
ス
タ
ー
ト
し
た
一
般
会
計
予
算
は
、

税
収
な
ど
の
伸
び
に
よ
り
最
終
的
に
入

っ
た
お
金
(
歳
入
額
)
は
、
=
二
億
五
、

-E璽廼翠00:1:Ir
一一一一一一 ;:三

昭和 58年度

昭和 59年度

昭和 60年度

18億 2，916万 31千円

23億 7，922万6千

5，484 

予 。
渇水対策費

費備

昭和 57年度

昭和 58年度

昭和 59年度

昭和 60年度

昭和 61年度

。

7，911 

6.899 

1， 012 

1， 012 

費

入

金

額

金

備

越

越

雑

繰

予

総

繰



(3 )昭和 62年11月 1日発行 広報しようわ

/"'../'..一般会計八八

歳入
l単位 千円j

;ョ ピ定

町 税 2， 467， 628 

183176F6a228310787922955915 。0 4 7 1 1 

国庫支出金 261， 331 

委国国 庫庫 補負託 助担 金金金 2318751，， 5520658 8 5 

県支出金 105， 125 

県県委
補負 助担

金金金 81248，， 6313259 9 7 
託

財 産 収 入 66， 766 

財財 産産 運売 用払 収収 入入 5160，，43417 9 

繰入金 35， 813 

繰越金 39， 316 

諸収入 44， 665 

雑延町 預 金 利 子料入 3131.，40099 5 

帯金加 算金及過 161 

分担金及負 担 金 36， 842 

使用料及手数 料 29， 133 

自動車取得税交付金 30， 743 

地 方 譲 与 税 30， 288 

交通安全対策特 別 交付金 2， 031 

寄 付 金 818 

地 方 JプKて、 付 税 1， 125 

町 債 。
総 額 3， 151， 924 

歳出 f単位 :千円〉
'必

民 生 費 251， 803 

児災社 会童舎 救信福 助祉祉 費費費 18665，， 70818 0 5 

土 木 費 829， 489 

道t都 路本市舗 E計り ょ理画う香麗i S23440a2411L86874035900 6 2 3 8 

教 育 費 445， 332 

教保小苦 健会育学学 総体教 校校育務背 費費費費費
1132752，.O984 3 5 7 
1 l，96 2 

3362 ，46 
， 911 

総 務 費 786， 897 

者籍;苦民E言本霊i帳i喜 74214C05LL27149620 5 5 3 3 1 

7，845 0 7 

公 債 費 209，614 

公 債 費 209，614 

農林水産業費 200， 492 

農 業 費 200， 492 

衛 生 費 109，625 

保清 健 衛掃 生 費費 5553，，96838 7 

1向 防 費 89， 083 

1首 防 費 89， 083 

議 会 費 52， 849 

議 会 費 52， 849 

労' 働 費 593 

労 働 費 593 

商 工 費 4， 873 

商 工 費 4， 873 

災害復 旧 費 。
災害復旧費 。

総 額 2， 980， 744 

青空と緑と産業
議会費・その他

5，830万 9千円
( 2.05ぢ)

衛生費
1億 962万5千円

( 3.75ぢ)
農林水産業費

2億 49万2千円
( 6. 7 5ぢ)

公債費
2億 961万4千円

( 7.0 %) 

民生費
2億 5，180万

3千円
(8.5%) 

土木費|総務費|教育費|民生費|その他

74，201円 I70，.400円 I39，836円 I22，525円 I59，676円

ス

発

統

産

費

ビ

の

・
財
件
用

一
誌

挙

有
人
費

サ

報

選
町
・

の

口

広

・

・

理

ど

窓

や

行

計

管
な

河

宅

区

園

や

住

地

公

用

装

・

土

や

費

舗

備

・

理

の

路

整

設

整

ど

道

川

建

画

な

学校施設整備|老人・身障者 |予防接種や成人

や文化・ スポ|・母子福祉のまれ敵持表・消防・

ーツ活動など|ちづく り、児|議会・農業や商

青少年対策・|童手当・保育|工業の振興・働

特臓の費用|所などの費用|話人の家など

国民健康保険特別会計
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去
る
九
月
十
三
日
、
来
年
一
月
の
誕
小
野
間
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い
だ
'

生
日
に
一

O
O
歳
を
迎
え
る
、
河
西
の
け
で
健
康
状
態
は
良
好
。
十
二
年
前
に
甲

小
野
間
観
諦
さ
ん
を
泉
町
長
は
じ
め
、
住
職
を
退
任
し
ま
し
た
が
、
毎
日
の
お
一

望
月
知
事
ら
が
訪
問
し
長
寿
を
お
祝
い
勤
め
は
今
も
欠
か
さ
ず
に
行
い
、
ま
た
一

し

ま

し

た

。

自

分

の

も

の

は

自

分

で

洗

濯

す

る

ほ

ど

司

初

め

に

、

泉

町

長

が

「

健

康

に

注

意

の

元

気

ぶ

り

で

す

。

一

し
て
元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。
」
と
望
月
知
事
や
泉
町
長
か
ら
長
寿
の
秘

w

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
祝
金
と
記
念
け
つ
を
尋
ね
ら
れ
る
と
「
好
き
嫌
い
な
一

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
他
に
く
な
ん
で
も
食
べ
る
乙
と
で
す
よ
と
置

も
、
国
か
ら
は
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状
元
気
に
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一

と
銀
杯
が
、
県
か
ら
は
赤
ず
き
ん
や
ち
式
後
、
望
月
知
事
や
泉
町
長
・
親
族
四

や
ん
ち
ゃ
ん
乙
、
町
社
協
と
町
老
人
ク
・
各
関
係
者
と
共
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
一

ラ

ブ

か

ら

も

祝

金

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

長

寿

を

祝

い

ま

し

た

。

岬

明
昭
和
町
地
域
推
進
員
(
代
表
一
瀬
金
造
氏
)
は
八
月
二
十

一
日
、
よ
い
町
つ
く
り
の
き
っ
か
け
つ
く
り
と
そ
れ
を
自
ら
実

一
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
昭
寿
荘
誕
生
会
の
集
い
」
に
お
い

…
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

一
お
年
寄
り
に
楽
し
く
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
乙
の
日
は
、
マ

~

ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
軽
音
楽
を
は
じ
め
、
舞
踊
、
大

一
正
琴
、
詩
吟
、
演
歌
な
ど
が
催
さ
れ
、
お
年
寄
り
は
音
楽
に

ふ
あ
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
う
た
っ
た
り
し

一
て
楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

や
ま
た
、
乙
の
慰
問
の
他
に
も
推
進
員
の
み
な
さ
ん
は
、
住

一
み
良
い
ふ
る
さ
と
ず
つ
く
り
を
目
標
に
「
あ
き
缶
の
も
ち
か
え

一
り
運
動
」
や
「
ほ
た
る
の
復
活
運
動
」
な
ど
日
頃
か
ら
実
践

叩
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭和 62年11月 1日発行(4 ) わつよし報広

企長寿をお祝いし、望月知事・泉町長・親族とともに

記念撮影する小野間観諦氏。

~通安全街頭指導
~茄子や風船を配布~

町

昭地

一
山
口
甲
斐
一
路
芳
一
奈
川
一
一
一
心
…
山
一
一
一
ヤ
叫
ん

U
M

f

震
を
号
変
遺
…
写
一
一
一
歩

E

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
九
月
二
十
六

日
、
町
・
南
甲
府
警
察
署
・
南
甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和

支
部
・
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
・
母
の
会
が
、
交
通
安

全
の
街
頭
指
導
を
昭
和
バ
イ
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
飲
酒
運
転
の
絶
滅
・
シ

l
ト
ベ
ル
ド
の
着

用
・
無
謀
運
転
の
追
放
な
ど
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、
茄

子
・
風
船
・
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
や
マ
ス
コ
ッ
ト
が
一
台

一
台
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

面
倒
だ
。
」
と
か
「
ビ

l
ル
一
杯
な
ら
大
丈
夫
。
」
と
い

っ
た
安
易
な
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
交
通
戦
争
の
中

で
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、
ま
た
相
手
に
迷
惑
を
か
け
な

い
と
い
う
意
味
で
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

“町づくりのきっかけづくりを"

企アトラクシヲンを楽しむお年寄りたち。



わ-つよし報

主主 ・ごみ:::ょの1・員二三 して，"方
※収集日の午前8時 30分までに収集場所へ!

広( 5)昭和 62年11月1日発行

粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
完
成

ゴ
ミ
は
、
出
す
ル

i
ル
を
守
り
、

正
し
く
処
理
し
ま
し
ょ
う

料理くず、茶がら、
貝がら、果物の皮、
など
新聞、雑誌、
ーノレ、など
衣類、ボロきれ、
ど

類

類

志氏

布

な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
を
圧
縮
・
破
砕
方
式

を
併
用
し
て
処
理
で
き
ま
す
。

以
前
の
旧
施
設
で
は
、
ビ
ン
や
缶
な

ど
の
処
理
能
力
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の

組
大
ゴ
ミ
は
業
者
に
委
託
し
て
処
理
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
十
一
月
一
日
か
ら
粗
大
ゴ

ミ
の
収
集
に
伴
い
一
部
ゴ
ミ
の
出
し
方

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
環
境
美
化

に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ゴ
ミ
収
集
日
に
つ
い
て
は
、

十
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

金もの類

ガラス類

家具 類

有害ごみ

家電 品

h
F
こ
の
施
設
は
ご
み
を
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
な
ど
の
性
質
別
に
分
類
し
、
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日用 品

その 他

i限集議し次官3議長、みj
*タイヤ肯ガスボンベ貴消火器:販売屈にど相談して引き取って
貴廃 油肯バッテリ一貴塗 料;もらって下さし、。
肯薬品肯エンジン 肯バイク:

事業どみ
み

委
事
て

J

K
域
し
す

者
広
入
ま

業
摩
搬
り

理
巨
に
な

処
中
一
に

で
で
タ
料

の
人
ン
有

な
個
セ
(

物
、
掃
。

棄
か
清
い

廃
る
合
さ

業
す
組
だ

産
託
務
く

こ築改増引越ごみ

-
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安
白
内
障
(
し
ろ
ぞ
こ
ひ
)
と
一
言
わ
れ
た
ら

山
梨
医
科
大
学
講
師

眼

平
均
寿
命
の
延
長
に
と
も
な
い
、
白

内
障
と
言
わ
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ζ

で
白
内
障
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
白
内
障
は
目
の

中
に
あ
り
光
を
曲
げ
る
働
き
を
持
つ
水

晶
体
と
い
う
部
分
が
濁
る
病
気
で
す
。

目
の
中
の
病
気
で
見
え
な
く
な
る
乙
と

を
俗
に
そ
乙
ひ
と
言
い
ま
す
が
、
水
晶

体
は
濁
る
と
白
く
な
り
ま
す
の
で
白
内

障
は
し
ろ
ぞ
乙
ひ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
白
内
障
の
多
く
は
年
を
取
っ
た
乙

と
が
原
因
で
起
乙
り
、
眼
科
医
が
詳
し

く
診
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
の
御
老
人
に
認

め
ら
れ
る
ほ
ど
あ
り
ふ
れ
た
状
態
で
あ

り
、
軽
い
う
ち
は
自
覚
症
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
白
内
障
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
で
も
そ
れ
だ
け
で
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
白
内

障
が
で
き
る
ほ
ど
長
生
き
を
し
た
の
だ

と
思
っ
て
い
た
、
だ
い
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
糖
尿
病
な
ど
の

よ
う
に
白
内
障
を
起
こ
し
ゃ
す
い
病
気

が
あ
り
ま
す
の
で
そ
う
い
う
病
気
の
検

査
の
必
要
な
乙
と
も
あ
り
ま
す
。
白
内

障
の
進
行
を
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
生

活
態
度
も
な
い
よ
う
で
す
の
で
食
事
や

日
常
生
活
を
変
え
る
必
要
も
あ
り
ま
せ 科

山

本

也

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、

十
月
十
四
日
、
玉
穂
町
一
町
畑
の
組
合

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
十
月
か
ら
建
設

工
事
を
進
め
て
き
た
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
竣
工
式
を
泉
町
長
は
じ
め
、
組
合

に
加
入
し
て
い
る
十
町
村
の
町
村
長
や

組
合
議
員
、
業
者
ら
が
出
席
し
て
新
施

設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
建
設
さ
れ
た
処

理
施
設
は
、
建
物
面
積
七
七
五
平
方
メ

ー
ト
ル
、
総
工
費
約
四
億
三
千
七
百
万

円
で
、
一
日
約
四

0
ト
ン
の
処
理
能
力

を
持
ち
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ

;・指定袋を使用して下さ L、。
(ヒeニーノレ袋では収集いたしま
せん)

ダンボ;・収集指定袋は町内の小売屈で
1枚20円で販売していますの

な: でど利用下さいn

j・台所のごみはよ三水切りをす
るO

・週 2回指定日

空カン、なべ、ヤカ j
ン、など
空ビン、花ビン、板;
ガラス、コップ、化;
粧ビン、など :・使用済の乾電池は別の袋(ビ

セトモノ類茶わん、皿、植木鉢、; ニール袋)に「乾電池Jとは
など : っきり書いて出して下さい口
廃乾電池 j・月 1回指定日 ー

の

o
E
せ

て

て

下

す

恕

ま

し

し

以

ま

ぱ

き

別

壊

m

き

μ

で

区

か

2

除

l

理

と

る

口

は
2.

は
は

o
処
の
。
切
い

さ
山
用
ど
い
械
も
い
、
さ

き
い
務
な
さ
機
の
さ
は
下
回

大
U

業
ん
下
は
他
だ
の
て
定

も
×
一
の
と
て
ど
、
く
も
し
指

れ

m

o
て
ふ
つ
な
で
て
な
く
回

ず
0
の
べ
、
切
金
の
し
き
さ
1

い
l
も
す
畳
に
針
ん
出
大
小
月

セ

洗

な

、

な

ス

ロ

ど

接

、

、

ス

、

、

ン

な

応

庫

オ

レ

畳

車

コ

蔵

レ

卜

、

輪

ス

ン

机

ど

冷

テ

ツ

ン

三

ガ

夕

、
な
、
ス
マ
夕
、
、
卜

ス
、
ビ
、
、
一
車
ブ

ン
ト
レ
機
団
ュ
転
一
ど
金

タ
ツ
テ
濯
ど
布
ジ
ど
自
ト
な
針

/
 

類百六寝

哲

ん。
自
覚
症
状
と
し
て
は
視
力
の
低
下
が

主
で
す
が
、
最
初
は
近
視
気
味
に
な
り

ま
す
の
で
老
眼
が
治
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
で

は
見
に
く
く
て
家
の
中
で
は
見
や
す
か

っ
た
り
す
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。
車
の

運
転
を
す
る
方
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が

や
た
ら
と
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
る
乙
と

も
あ
り
ま
す
。
進
行
の
し
か
た
は
人
に

よ
り
様
々
で
す
が
、
薬
を
つ
け
る
乙
と

で
あ
る
程
度
進
行
を
押
さ
え
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。
不
幸
に
し
て
進
ん
で
し
ま

っ
て
も
余
り
心
配
す
る
ζ

と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
で
は
人
工
水
晶
体
と
い
う

も
の
が
で
き
て
お
り
手
術
を
す
れ
ば
比

較
的
簡
単
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
術
は
局
所
麻
酔
で
行
な
わ
れ
、
時
間

は
三

O
分
位
で
、
眼
科
の
手
術
と
し
て

は
基
本
的
な
も
の
で
す
。
手
術
後
に
車

の
運
転
を
す
る
乙
と
も
で
き
ま
す
。

手
術
の
時
期
に
つ
い
て
は
眼
科
で
相
談

し
て
下
さ
い
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も

白
内
障
で
悩
む
の
は
時
代
遅
れ
だ
と
我

々
は
考
え
て
い
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会
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町
教
育
委
員
会
は
、
三
才
児
を
持
つ
親
子
を
対

象
に
、
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
に
、

町
中
央
公
民
館
講
堂
で
親
子
体
操
教
室
を
聞
き
ま

し
た
。乙

の
親
子
体
操
教
室
は
、
楽
し
み
な
が
ら
体
操

を
行
う
乙
と
に
よ
り
母
と
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
、

ス
タ
ミ
ナ
の
あ
る
母
親

c

つ
く
り
と
運
動
に
対
し
て

積
極
的
な
子
供
を
育
て
る
乙
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
教
室
で
子
供
た
ち
は
、
跳
び
箱
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
・
鉄
棒
・
平
均
台
な
ど
に
桃
戦
。
初
め
は
、

ど
の
子
供
も
緊
張
ぎ
み
で
恐
る
恐
る
や
っ
て
い
ま

し
た
が
、
お
母
さ
ん
に
補
助
し
て
も
ら
う
う
ち
に

慣
れ
は
じ
め
、
楽
し
そ
う
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

つよし報広

企いろいろな運動器具を使い、体を動かすことの

楽しさを学びました。

グ
親
子
体
操
教
室
4

に

参
加
し
て
l

器
具
を
使
つ
て
の
運
動
は
、
親
も
子
一

供
も
楽
し
く
体
を
動
か
せ
ま
し
た
。
ま
-

た
、
子
供
同
士
仲
よ
し
に
な
れ
ま
し
た
…

し
、
な
に
よ
り
も
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
一

が
で
き
た
と
と
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
日

ん

E

ん
の
)
“

さ
ち
西
・

子

き

田

博

ゆ

れ

口
み
河
一

山

(

/
 

裕美さん
俊元くん

(上河東二区)

角間

体
操
の
器
具
を
い
ろ
い
ろ
使
い
、
遊

び
を
中
心
に
楽
し
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
大
変
有
意
義
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

幼
児
の
企
画
を
た
く
さ
ん
開
い
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ん

ん

)

さ
や
区

美
ち
二

由
子
東

真
恭
河

野

上

鷹

(

家
事
を
離
れ
、
子
供
と
一
緒
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
で
遊
具

を
使
っ
て
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。

青少年のための町民会議

押原中の二生徒を表彰

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
は

九
月
一
日
町
長
室
で
、
少
年
の
主
張
山

梨
県
大
会
初
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
押

原
中
学
校
三
年
の
望
月
佳
恵
さ
ん
と
渡

部
理
香
さ
ん
の
二
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
は
「
た
だ
そ
れ
だ
け
の
乙

と
」
と
い
う
題
で
心
の
素
直
さ
を
訴
え
、

ま
た
渡
部
さ
ん
は
「
本
当
の
親
友
と
は
」

と
題
し
、
対
人
関
係
の
き
ず
な
を
訴
え

た
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
同
会

議
会
長
の
泉
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
望
月
さ
ん
は
、
九
月
十
二
日

K

県
立
総
合
婦
人
会
館
で
行
わ
れ
た
少
年

の
主
張
山
梨
県
大
会
で
努
力
賞
に
見
事

選
ば
れ
ま
し
た
。

-
作
者
の
概
論
-

H

だ
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
d

押
中
三
年

望
月

弟
の
内
、
八
歳
の
男
の
子
が
と
と
ろ
か

ま
わ
ず
、
お
菓
子
の
袋
を
散
ら
か
し
て

い
た
。
付
き
添
っ
て
い
た
姉
が
、
優
し

い
静
か
な
口
調
で
叱
る
。
男
の
子
は
、

自
分
の
行
い
を
反
省
し
た
の
か
、
素
直

に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
あ
や
ま
り
、

姉
と

一
緒
に
ご
み
を
拾
い
き
れ
い
に
し

て
下
車
す
る
。

乙
ん
な
光
景
が
、
私
の
心
を
動
か
す
。

今
迄
の
自
分
の
言
動
が
恥
ず
か
し
く
な

る
。
一
素
直
に
謝
り
、
素
直
に
行
動
す
る

乙
と
乙
そ
大
切
で
あ
る

一
と
思
っ
た
。

一
連
の
乙
の
行
動
が
、
グ
た
だ
そ
れ

だ
け
の
乙
と
が
と
言
っ
て
し
ま
わ
ず
、

事
の
善
悪
を
人
間
の
持
つ
素
直
な
心
で

表
現
で
き
、
行
動
に
移
せ
れ
ば
社
会
全

体
が
良
く
な
る
の
だ
が
、
と
そ
う
感
じ

た
の
で
す
。

「
本
当
の
親
友
」
と
は

押

中

三

年

渡

部

理

香

さ

ん

わ
た
し
の
体
験
を
通
し
て
、
本
当
の

親
友
と
は
、
乙
の
地
球
上
に
何
人
も
い

る
訳
で
は
な
い
。
以
前
の
内
気
な
私
に

と
っ
て
、
友
人
か
ら
の
「
い
じ
め
」
。

そ
ん
な
時
、
心
の
打
ち
解
け
ら
れ
る
親

友

A
さ
ん
と
の
出
会
い
。
明
る
く
人
気

者
で
私
と
正
反
対
の
性
格
。

A
さ
ん
の

援
助
が
あ
っ
て
、
明
る
く
変
身
す
る
乙

と
が
で
き
た
私
。

本
当
の
親
友
と
は
、
親
身
に
な
っ
て
、

相
手
の
乙
と
を
考
え
ら
れ
、
何
で
も
話

し
合
え
る
、
そ
ん
な
友
の
と
と
。

親
友
と
い
う
乙
と
を
考
え
直
し
て
み

て
下
さ
い
。
真
の
友
人
に
出
逢
る
時
期

が
来
る
は
ず
で
す
。

佳
恵
さ
ん

あ
る
日
の
電
車
内
で
の
出
来
事
。
姉

企国語担当の石川先生と記念撮影。

右が望月佳恵さん、左が渡部理香さんです。
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『
築
地
河
原
そ
の

わ

釜
無
川
の
本
堤
内
に
洪
水
が
お
さ
ま

り
続
け
て
八
十
年
余
り
、
本
堤
か
ら
お

よ
そ
一

0
0
0
悦
幅
の
あ
る
信
玄
堤
迄

の
広
大
な
築
地
河
原
は
、

ん

J
~
長
い
乙
と
放
置
さ
れ
た
荒

ヤ4

、
い
蕪
地
で
あ
っ
た
。
幅
五

O

Y由
M
W

一O
仇
の
釜
無
本
提
内
で
洪

ヤ
巾
ふ

い

水
が
済
む
筈
は
な
い
、
い

~
』
@
弓
っ
か
き
っ
と
本
提
を
越
え

-

て

来

る

|

|

そ

ん

な

警

戒

J'
心
も
あ
っ
て
放
置
さ
れ
て

'
t
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ

ぬ
F

が
、
近
代
土
木
工
事
の
進

N
d

歩
が
、
沿
岸
住
民
の
努
力

炉
'
固
と
相
侯
っ
て
本
提
を
強
因

子
、
，

山

な
も
の
と
し
た
。
粘
土
で

~
/

u

v

固
め
た
時
代
と
ち
が
っ
て
、

E
E九
大
型
機
械
や
十
字
ブ
ロ
ッ

ャ

t
Nト
ャ
ク
や
の
工
法
が
提
防
を
強

〈
白
血
.
ん
固
な
も
の
と
し
た
。
そ
し

て
も
う
ひ
と
つ
忘
れ
て
な

ら
な
い
乙
と
は
、
セ
メ
ン
ト
利
用
に
よ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
普
及
で
あ
る
。
釜

無
の
砂
利
は
セ
メ
ン
ト
と
の
混
用
効
果

が
抜
群
で
広
く
県
外
へ
も
搬
出
さ
れ
、

現
在
で
は
採
取
規
制
を
必
要
と
す
る
程

に
常
時
川
瀬
か
ら
堀
り
取
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
乙
と
が
結
果
と
し
て
、
釜
無
の
川

瀬
の
音
は
水
の
底
を
絶
え
ず
流
れ
る
小

石
の
瀬
音
で
不
気
味
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
程
の
土
砂
の
箸
し
い
堆
積
を
、
利
用

-つよし報広( 7 )昭和 62年11月 1日発行
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柳

沢

八

十

一

効
果
と
共
に

一
石
二
鳥
の
土
砂
堆
積
を

防
い
だ
乙
と
で
あ
る
。

人
々
は
お
そ
る
お
そ
る
信
玄
堤
の
向

う
の
河
原
へ
出
て
少
し
づ
っ
手
を
入
れ

て
い
た
。
野
せ
た
河
原
の
石
と
砂
の
中

で
は
録
な
も
の
は
と
れ
な
か
っ
た
。
落

花
生
や
雑
穀
、
豆
類
な
ど
で
、
桑
や
麦
、

分
け
て
も
稲
な
ど
は
ず
っ
と
後
に
な
っ

て
で
あ
る
。

築
地
河
原
が
自
に
つ
く
変
化
を
見
せ

は
じ
め
た
第

一
は
、
昭
和
三
年
富
士
身

延
線
が
開
通
す
る
前
の
路
線
工
事
に
乙

乙
の
土
砂
が
運
び
出
さ
れ
た
の
に
は
じ

ま
る
。
河
原
か
ら
築
地
の
部
落
を
通
っ

て
中
島
の
宿
を
縦
貫
、
市
川
大
門
線
をう

わ

横
切
っ
て
現
在
の
身
延
線
の
土
盛
の
上

ず
ら面

に
使
わ
れ
た
。
玉
石
と
白
砂
利
ば
か

り
の
洪
水
の
堆
積
物
は
恰
好
の
材
料
だ

っ
た
。
ト
ロ
ッ
コ
の
鉄
路
を
敷
い
た
上

を
鍋
ト
ロ
を
二
十
位
引
っ
ぱ
っ
て
昼
夜

を
通
し
て
運
び
出
さ
れ
た
。
人
々
は
そ

れ
を
フ
ォ
ー
ド
と
呼
ん
だ
が
、
今
考
え

て
見
る
と
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー

ド
社
が
造

っ
た
け
ん
引
用
ヂ

l
ゼ
ル
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
工
事
が
終
っ
て
か
ら

も
乙
の
路
は
残
さ
れ
て
中
島
と
築
地
を

つ
な
ぐ
新
道
と
な
り
築
地
部
落
の
入
り

口
に
現
在
も
そ
の
記
念
碑
が
建
っ
て
い

る
。
北
陸
方
面
か
ら
大
勢
の
労
務
者

(当
時
は
土
方
と
言
っ
た
)
が
入
り
乙

み
、
あ
の
越
中
お
わ
ら
節
を
渋
い
声
で

唄
っ
た
。
久
し
く
昭
和
の
名
物
だ
っ
た

笠
踊
り
は
乙
の
人
達
が
残
し
て
行
っ
た

踊
り
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
後
も
河
原
は
放
置
状
態

く
さ
け

い
ば

と
さ
れ
て
い
て
、
玉
幡
寄
り
で
草
競
場

が
聞
か
れ
た
位
だ
っ
た
が
、
戦
時
色
が

強
く
な
り
出
し
て
、
よ
う
や
く
広
大
な

空
地
は
食
糧
増
産
の
か
け
声
と
共
に
開

拓
ら
し
い
開
拓
が
は
じ
ま
り
、
築
地
ば

か
り
で
は
な
く
、
今
諏
訪
西
方
面
か
ら

も
川
を
越
え
て
来
て
、
盆
地
の
真
ん
中

に
ラ
ン
プ
の
部
落
な
ど
と
新
聞
に
紹
介

さ
れ
た
り
し
た
。
作
業
中
寝
泊
り
す
る

小
屋
は
三
十
戸
を
下
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
ん
な
中
で
玉
幡
寄
り
の
(
ボ
ロ
電
南

一
帯
)
に
、
千
塚
町
出
身
の
梅
沢
義
三

氏
が
民
間
飛
行
場
を
造
成
し
、
細
々
と

航
空
機
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
の
だ
っ

た
が
、
大
陸
の
戦
線
の
長
期
化
や
渡
洋

爆
撃
(
海
を
渡
っ
て
爆
撃
す
る
乙
と
)

な
ど
空
軍
人
気
の
上
昇
す
る
中
で
、
ど

う
い
っ
た
経
過
で
か
熊
谷
飛
行
学
校
分

校
が
釜
無
河
原
へ
建
設
さ
れ
る
乙
と
と

な
っ
た
。
当
時
の
軍
の
圧
力
は
絶
対
な

も
の
で
、
現
在
の
日
立
工
場
、
農
林
高

校
か
ら
釜
無
工
業
団
地
一
帯
が
接
収
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
砂
ぼ
乙
り
を

押
え
る
為
に
竜
王
の
赤
坂
か
ら
粘
土
質

の
強
い
赤
土
が
運
ば
れ
、
忽
ち
に
し
て

広
大
な
河
原
に
三

1
四

O
佃
の
厚
さ
に

敷
き
つ
め
ら
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に

至
る
ま
で
い
わ
ゆ
る
赤
ト
ン
ボ
が
盆
地

の
空
を
二
十
、
三
十
機
と
舞
い
、
騒
音

で
鶏
が
卵
を
産
ま
な
く
な
っ
た
り
、
練

習
機
を
空
襲
か
ら
隠
す
為
附
近
の
部
落

へ
誘
導
路
が
つ
く
ら
れ
た
り
し
た
。
ま

た
、
そ
の
下
流
の
現
在
の
リ
バ
ー
サ
イ

ド
や
流
通
団
地
方
面
へ
立
川
飛
行
機
製

作
工
場
も
進
出
し
て
来
た
が
、
乙
れ
は

一
機
の
完
成
も
見
ぬ
ま
ま
終
戦
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
終
戦
処
理
の
為
、
飛
行

場
へ

一
時
進
駐
軍
が
入
り
、
残
存
機
や

施
設
を
破
損
し
た
り
し
て
引
き
あ
げ
た
。

敗
戦
焦
土
の
姿
は
乙
乙
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
広
漠
た
る
築
地
河
原
に
戻
っ

て
し
ま
っ
た
河
原
|
|
然
し
敗
戦
の
食

糧
危
餓
の
国
民
は
乙
れ
を
見
捨
て
て
は

お
か
な
か
っ
た
。

接
収
篠
項
(
取
り
か
わ
し
の
契
約
文

章
)
の
中
に
文
章
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と

し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
軍
が
不
要
と

な
っ
た
際
は
元
の
耕
作
者
に
返
す
と
い

に

う

一

項

が

あ

っ

た

の

耳
丸
で
あ
る
。

立

ま

さ

か

ー

そ

の

縦
が
時
軍
も
開
拓
農
民
も

延
道
日
本
の
敗
戦
な
ど
考

身

新

l
'

一
地
え
て
も
い
な
か

っ
た

鱒

嶋

ろ

う

o

そ
の
ま
さ
か

新
な
が
、
そ
の
一
項
の
契

剃

凶

約

書
の
中
で
息
を
吹

企

き

か

え

し

た

の

で

あ

る
。
米
さ
え
あ
れ
ば
札
よ
り
物
を
言
う

時
代
で
あ
る
。
当
時
の
百
円
礼
の
厚
さ

は
三
十
万
円
で
一
尺
だ
っ
た
と
言
う。

農
家
の
あ
ち
こ
ち
で
尺
祭
り
(
三
十
叩
)

を
し
た
と
騒
が
れ
る
時
で
あ
る
。
戻
っ

て
来
た
広
大
な
築
地
河
原
を
前
に
開
拓

農
民
の
眼
の
色
が
変
っ
た
。

i
l

-

-

以
下
次
回
l
l
l

指
名
手
配
犯
人
の

逮
捕
に
ご
協
力
を
/

全
国
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
月
間

殺
人
、
強
盗
、
窃
盗
な
ど
の
犯
罪
を

犯
し
、
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
、

全
国
で
四
千
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

犯
人
は
、
警
察
の
目
を
巧
み
に
逃
れ

皆
さ
ん
の
周
り
に
潜
入
し
て
、
犯
罪
を

繰
り
返
し
た
り
、
次
の
犯
行
の
機
会
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

指
名
手
配
中
の
犯
人
を
一
人
で
も
多

く
捕
ま
え
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ど
協
力
が
必
要
で
す
。

O
手
配
ポ
ス
タ
ー
に
似
て
い
る
人

O
不
審
と
思
わ
れ
る
人

な
ど
が
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
ま
し
た

ら
、
「

一
一
O
番
通
報
」
を
/

(
昭
和
警
察
官
駐
在
所
よ
り
)
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F

(

父
)
田
中
利
和
(
母
)
実
代
子

名
前
の
由
来
三
人
目
な
の
で
何
か
一
つ
の
事
を
っ
き
つ
め

世
界
を
か
け
め
ぐ
る
仕
事
を
も
て
た
ら
と
名
付
け
て
頂
き
ま

し
た
。
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(6) 

安
西
条
ニ
区
図
書
館

れ

西

条

二

区

一
坪

ぜ
図
書
館
は
、
二
区

民
第
一
公
会
堂
に
於

に
い
て
、
毎
週
日
曜

同
日
の
午
前
九
時
か

桟
ら
十
時
ま
で
の
一

品
時
間
貸
出
し
を
行

を
っ
て
い
ま
す
。

山
一
十
数
年
前
、
主

ぽ
人
が
県
立
図
書
館

沼
か
ら
本
を
貸
り
て

日
来
て
、
勤
め
の
か

A

た
わ
ら
始
め
た
図

(
一
)
書
館
で
す
。
主
人
か
ら
長
女
に
、
長
女
か
ら
長
男
に
、

/
l
¥

そ
し
て
子
供
達
が
独
立
し
た
今
、
私
に
バ
ト
ン
が
廻
っ

て
来
ま
し
た
。
初
め
は
私
に
出
来
る
か
心
配
で
し
た
が
、
朝
貸

出
し
の
放
送
が
終
る
と
同
時
に
子
供
達
が
走
っ
て
来
る
の
を
見

る
と
「
あ
あ
、
今
日
も
休
ま
な
く
て
よ
か
っ
た
。
」
と
頑
張
れ

ま
す
。
子
供
に
少
し
で
も
読
書
力
が
つ
い
て
く
れ
る
乙
と
を
期

待
し
な
が
ら
、
そ
し
て
子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
貸
出
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
条
二
区
の
場
合
は
、
子
供
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

最
近
は
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
お
母
さ
ん
方
も
み
え
る
よ
う
に
な

り
、
少
し
づ
っ
大
人
の
利
用
者
も
増
え
て
来
ま
し
た
。

三
ヶ
月
ご
と
の
交
換
を
一

皆

ん

な

楽

し

み

に

し

て

い

一

位

船

-

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
古
い
「
公
清
一

一

図

一

図

一

物
が
多
く
新
し
い
本
の
購
丙
第
坪
一

葉

区

一

一

入
が
見
ら
れ
な
い
乙
と
が
震
コ

f
|
|
L

残
念
に
思
い
ま
す
。
利
用
一
宮

Z
誠一

者
の
為
に
も
少
し
づ
つ
で
専

L
Zじ

一
↑
一
清
北
し

も
新
本
を
と
り
入
れ
て
下
一
区
齢
料
骨
一

さ
る
事
を
お
願
い
し
ま
す

o
Z

山
山
川
一

西

条

二

区

館

長

西

一

高

野

総
里
志

'. 
移
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
鯵

て
い
ま
す
。

乙
の
ク
ラ
ブ
は
家
族
、

夫
婦
、
親
子
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
『
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

ラ
ブ
』
と
名
付
け
ま
し
た
。

五
十
九
年
発
足
以
来
三
年

続
い
て
い
る
な
か
で
、
口

伝
え
に
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

が
「
是
非
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
や
り
た
い
。
」
と
人

数
も
増
え
、
今
で
は
発
足

当
時
の
倍
以
上
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
ク
ラ

ブ
と
も
交
流
を
は
か
り
、
い
っ
し
ょ
に

練
習
や
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
郡
の

体
育
祭
に
も
今
年
は
女
子
チ
l
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
あ
っ
た
私
も

シ
ャ
ト
ル
を
追
い
か
け
、
コ
!
ト
の
中

を
走
り
ま
わ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
楽
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
乙
れ
か
ら
も

ず
っ
と
シ
ャ
ト
ル
を
追
い
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

に楽しく

バドミントンをしたいJ

小宮山俊雄さんは9才)押越

バ
ド
ロ
ロ
ロ
シ
ト
シ
電
器
結
語

日
頃
、
体
を
動
か
す
事
の
少
な
い
仕

事
な
の
で
、
何
か
気
軽
に
出
来
る
ス
ポ

ー
ツ
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
時
、
町

教
育
委
員
会
主
催
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
が
聞
か
れ
て
い
る
の
を
町
広
報
で
知

り
親
子
で
参
加
し
ま
し
た
。
教
室
は
二

カ
月
程
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
乙
で

知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
気
軽
に
楽
し
く

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
く
乙
と
に

な
り
、
毎
月
二
度
程
の
練
習
会
を
重
ね

あの手、この手の販売方法

~かたり商法~

-

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
。
」
と
か
「
ガ
ス
業
者
の
依
頼

を
受
け
て
点
検
に
き
ま
し
た
。
」
な
ど
、
あ
た
か
も
公
的
機
関
や
、

地
域
の
業
者
か
ら
の
訪
問
の
よ
う
に
装
い
、
消
火
器
や
ガ
ス
洩
れ

警
報
器
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。

各
家
庭
が
災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
乙
と
で

す
が
、
法
的
に
一
般
住
宅
は
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
消

防
機
関
の
職
員
が
各
家
庭
を
ま
わ
っ
て
消
火
器
等
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
乙
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

乙
の
他
「
郵
便
局
の
指
導
で
」
と
表
札
を
、
「
保
健
所
の
職
員
」

と
偽
っ
て
衛
生
具
を
販
売
す
る
業
者
も
い
ま
す
。
購
入
の
際
、
不

審
に
思
わ
れ
た
ら
公
的
機
関
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。



⑫ 

押
原
小
学
校

日

時

十

一
月
五
日
(
木
)

間
1
・
∞
か
ら
受
付

場

所

押

原

小

体

育

館

西
条
小
学
校

日
時
十
一
月
十
二
日
(
木
)

m
l
・
∞
か
ら
受
付

西
条
小
玄
関

⑪ 

就
学
時

健
康
診
断
に
つ
い
て

わ

昭
和
六
十
三
年
度
小
学
校
入
学
該
当

児
宅
に
実
施
要
項
と
家
庭
環
境
調
査
表

保
健
調
査
票
を
配
付
い
た
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
受
取
っ
て
い
な
い
家
庭
の
万
は
役

場
教
育
委
員
会
(
雷
お

|
3
7
3
7
)

ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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公
民
館
を
中
心
に
二
一
日
j

二
三
日

)!ω

文
化
祭
、
公
民
館
祭
、
子
供
祭
、
農
・
二

0
1
間
三

e
O
O
)
に
開
催
。
各
仰

業
祭
の
四
大
祭
を
軸
に
十
一
月
一
二

日
単
位
子
供
ク
ラ
ブ
の
み
と
し
が
練
り
歩
制

(
土
)
・
二
二
日
(
日
)
・
二
三
日
(
月
)
き
、
行
進
す
る
。
綱
引
大
会
、
遊
び
の

ω

一

に
中
央
公
民
館
な
ど
を
メ
l
ン
会
場
と
広
場
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

ω

し
、
今
年
は
「
昭
和
町
ふ
れ
あ
い
祭
」
第
二
四
回
農
業
祭
、
米
祭
は
、
二
二
糾

-

1

.

 

と

し

て

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

す

。

日

(

銚

九

・

二

O
I
町
二
・

0
0
)
に
制

第
二
三
回
文
化
祭
、
第
九
回
公
民
館
開
催
。
町
農
業
研
究
会
の
主
催
で
農
産

ω

祭
は
、
二
一
日
(
附
六
・
三

0
1
)

物
の
出
品
に
よ
る
品
評
・
表
彰
、
即
売
制

か
ら
二
三
日
(
刷
九
・
二

o
j
ま
で
会
が
聞
か
れ
、
ま
た
味
御
飯
や
ポ
ン
菓
州

開
催
。
俳
句
・
短
歌
・
写
真
・
華
道
・
子
、
風
船
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
"

絵
画
・
手
工
芸
な
ど
の
作
品
や
保
育
園
乙
の
ほ
か
、
婦
人
会
や
愛
育
会
の
模

ω

児
か
ら
中
学
生
の
作
品
も
展
示
。
二

一

擬
庖
や
バ
ザ
i
、
子
供
映
画
会
、
人
気

ω

日
は
、
作
品
展
示
の
ほ
か
、
午
後
六
時
ア
ニ
メ
映
画
ヘ
北
斗
の
拳
・
ド
ラ
ゴ
ン
制• 

三
O
分
か
ら

P

詩
吟
の
夕
べ
d

が

聞

か

ボ

l
ル
)
の
原
画
展
示
会
、
本
の
読
み
“

れ
、
二
二
日
は
、
漫
才
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
聞
か
せ
な
ど
が
め
じ
ろ
押
し
に
展
開
さ

ω

三
匹
」
の
リ
ー
ダ
ー
、
レ
ッ
ツ
コ

l
正
れ
、
町
民
総
参
加
の
「
ふ
れ
あ
い
の
祭

ω

児
氏
の
講
演
や
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
ダ
典
」
と
し
て
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
om

ン
ス
の
夕
べ
、
囲
碁
・
将
棋
な
ど
の
芸
な
お
、
祭
り
の
合
同
式
典
が
二
二
日
、
“

能

発

表

が

多

彩

に

催

さ

れ

ま

す

。

午

前

九

時

二

O
分
よ
り
中
央
公
民
館
前
向

第
五
回
子
供
祭
は
、
二
百
(
刷
九
庭
で
行
わ
れ
ま
す

o

-

¥
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場
所
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で
の
「
税
務
署
か
ち
の
お
知
ら
せ
」
番

組
で
、
税
金
に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
ま
で
の
放
送
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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唱
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つ山
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-
-
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爪
川
間
〉

税
を
知
る
週
間
に
つ
い
て

税
を
知
る
週
間
が
始
ま
り
ま

す源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
山

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
仙

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
畑

農
業
所
得
に
つ
い
て

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
に

つ
い
て
山

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
に

つ
い
て
佃

ロ
・
幻
退
職
金
と
税
金

な
お
、
テ
ー
マ
は
税
制
改
正
等
が
あ

れ
ば
、
変
更
す
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。

場
所

問
メ泊、
仁ヨ

せ
ま甲

甲す府
府)刑

刑務
務所
所(
作駐
業車
課場
曾が
41 あ

り

刑
j務
甲 作
府業

製警
百早口口

支唇
化刀ミ

祭即
j売

ヱミ

甲
府
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者
の
製
作

し
た
商
品
の
展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
十
三
日
(
月
)
刷

9

・
∞

i
m
3
・
∞
(
雨
天
決
行
)

no円
ベ
U
寸

i
咽

i

各
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て
、
子

ど
も
の
対
人
関
係
や
子
ど
も
達
の
欲
求

不
満
の
解
消
に
努
め
る
と
共
に
、
勇
気

を
も
っ
て
地
域
で
親
切
な
行
為
を
行
っ

て
い
る
子
ど
も
を
ほ
め
励
し
、
明
る
い

子
ど
も
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ

±
?
し

ょ
v

つ。
昭
和
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

成人病予防と壮年期からの健康管理のため、毎年厄年の者

として、男女を問わず、 42才・ 52才・ 62才の方を対象とした

厄年一万人検診と国民健康保険に加入の35才以上の方を対象

にした総合検診を同時に実施します。この機会にぜひ受診し

て下さい。

11月 7日まで

①厄年一万人検診 役場厚生福祉課

②国保総合検診 役場住民課 1 

①厄年一万人検診 42才、52才、62才定員 100名

②国保総合検診 35才以上の方定員50名

5，000円費用内訳町負担 23， 000円

自己負担 5，000円

(自己負担金は申込みと同時に納めて下さい)

持参するもの印鑑

医民健康保険証(国保総合検診を受ける方のみ〉

11月16日(月 )、 17日(火)、 21日(土)、 24日f火)

(希望の日に受診できます)

甲府市飯田 3-2 -44 

山梨厚生連健康管理センタ ー

厚生福祉課 75 - 2111 内線 54

住民課国保係 75- 2111 内線 24、 25 

※なお定員になりしだい締切りますので早めに申込み下さ

申込期限

申込場所

対象者

用

検診 日

費

受診機関

お問合せ

し、。
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間鰍保健衛生だより問問謙

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

11月 11日

午後(後(後(常押西211原永条時時時地地地032区区000区分分分) ~ 

昭和 61年 10月生まれ

吋d
午 ~

昭和62年 1月生まれ 総合

11月 12日 昭和 62年 4月生まれ 会館

叶す
午 ~昭和 62年 6月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知下さい。

日 時 11月 14日出・ 28日出今布9時---11時30分
場 所 総合会館
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は必要ありません。
※一般健康相談は 40歳以上り方を対象に血圧測定、尿検査、栄
養指導などを行い健康についての相談にお答えしていますの
でお気軽にお出かけください。

日 時 11月4日附午後 l時---2時
場 所 総合会館

該当児・ 1回目…昭和 62年 2月 1日~昭和 62年7月31
日までの出生児0

・ 2回目…昭和 61年8月1日~昭和 62年1月31
日まで、の出生児0

・昭和 62年2月 1日以前に生まれた子で、4歳以下
の未投与者。

持ち物 母子手帳・問診票
※追加投与…上記の実施日に投与できなかった幼児について追

加投与を 11月 19日射午後 1時--1時30分まで

実施します。
<注意事項>
。体温は必ずはかってきて下さし、。
O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにして下さい。
。投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ下さし、。
〈つぎのような人は投与できません〉
1. 現在下痢をしている人、または発熱している人。
2. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。
3. はしか・ BCG接種を受けてから 1か月以内の人。
4. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

実施 日
受付時間
場所
該当児
持ち物

実施 日
受付時間
場所
該当児

持ち物

11月 10日(火)
午後 l時---1時 30分

総合会館
昭和 60年8月 1日---11月30日までの出生児
母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている
コップと歯ブラシ

11月20日(金)
午後 1時---2時
総合会館
昭和 61年3月 1日~昭和 61年5月31日までの
出生児、及び前回未受診児。
母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票

実施日
受付時間
場所
該 当 児
持ち物
その他

11月30日(月)
午後 1時--1時 30分

総合会館
昭和 62年6月 1日--9月30日までの出生児

母子手帳
昭和 62年6月及び 7月出生児については検診後、
神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配
付を行いますので 60円切手 l枚または現金 60円
をご持参くださし、。

日 時 11月 25日(水)午後 1時--2時
場 所 総合会館
該当児 惨I期…昭和 60年 3月1日~昭和 60年8月31日

までの出生児

惨E期… I期3回を完了して 1年から 1年6か月以
内の者

修昭和 59年9月 1日~昭和 60年 2月29日までの
出生児で未接種者

持ち物 母子手帳・問診票
<注意事項，>
O体温がはかつてないと接種できません、体温は必ずはかつてく
ださし、。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださし、。
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。
〈つぎのような人は接種できません〉
1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。
2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の

者。
4. インフルエンザ予防接種後2週間以内の者。
5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者O

第 回 第 2 回

実施日 11月 17日(火) 11月 24日(火)

時間 午後 1時30分~

場所 総合会館

対象者 妊娠5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装・テキスト代300円

日 時 11月 27日(金〉午前10時20分--10時25分
場 所 総合会館
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて下さい。また、猫の

場合は必ず麻袋などの丈夫な袋iと入れてヒモでしっかり封をし

て下さい。

<犬をお飼いのみなさまへ>
最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せられています。

犬は必ずクサりなどでつないで飼いましょう。

輸血用血液の確保は人間の生命を守る重要な仕事ですが、乙

れを達成するためには、みなさんの協力が必要ですq

日時 11月4日(水)午前9時30分~午後 3時30分

※ただし、 11時30分""""12時30分までは受付を休ませて

いただきますのでご了承ください。

場所 総合会館
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の

で
し
ょ
う
か
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そ
の
ほ
か
の
体
質
に
つ

い
て
も
知
り
た
い
の
で
す
が
。

k
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育

園

や

幼

稚

・
・
司
可
』
固
に
入
り
、
集
団

J
F企
生

活

が

始

ま

り

ま

す
と
、
ど
う
し
て
も
カ
ゼ
を
ひ
く
回
数

が
多
く
な
り
ま
す
。
乙
れ
は
ま
だ
免
疫

が
な
い
た
め
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
カ

ゼ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
た
め
で
あ

り
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

た
だ
か
か
っ
た
時
に
軽
く
す
む
た
め
に

は
普
段
か
ら
、
か
ら
だ
を
鍛
え
て
お
く

乙
と
が
大
切
で
す
。

ひ
と
と
お
り
の
カ
ゼ
に
か
か
っ
て
し
ま

え
ば
あ
と
は
か
か
り
に
く
く
な
る
は
ず

で
す
。
ま
た
、
カ
ゼ
や
気
管
支
炎
に
か

か
り
ゃ
す
い
、
し
っ
し
ん
を
つ
く
り
ゃ

す
い
、
カ
ゼ
気
味
に
な
る
と
す
ぐ
ゼ
ー

ゼ
l

い
う
、
な
ど
の
症
状
が
で
る
惨
出

性
体
質
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
年
齢
が
す
す
む
と
治
る
の
が
普
通

で
す
。体

質
に
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
と
、

生
後
の
環
境
に
よ
っ
て
変
化
し
た
も
の

と
が
あ
り
ま
す

D

と
く
に
問
題
と
な
り

や
す
い
体
質
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

①
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
1

じ
ん
ま
し
ん
、
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気
管
支
ぜ
ん
そ
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、
ア
ト
ピ

l

性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
性
の
病
気
を
も

コ
て
い
る
人
は

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
多
い
と
い
え

ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
は
こ
う

し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
に
か
か
り
'

や
す
い
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と

な
る
も
の
と
の
接
触
を
さ
け
る
乙
と
、

か
ら
だ
の
鍛
練
を
行
な
う
乙
と
な
ど
が

予
防
と
な
り
ま
す
。

b 

よのそれ健
う三した康
につて食の
心の十事基
が生分と本
けj舌なほは
まリ櫨どパ
しズ眠よラ
よムでいン
うをす運ス
。守。動の
るこ、と

②
け
い
れ
ん
素
質
ー
一
般
に
小
さ
い

う
ち
は
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)
を
お

こ
し
や
す
く
、
特
に
強
く
で
る
体
質
が

け
い
れ
ん
素
質
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

実
際
は
、
小
さ
い
時
に
け
い
れ
ん
を
お

こ
し
た
人
で
も
大
部
分
の
人
は
大
人
に

な
っ
て
か
ら
は
治
り
ま
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か

国
民
年
金
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
¢

奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
、

国
民
年
金
へ
加
入
す
る
乙
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
三
号
被
保
険
者

と
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
K
扶
養
さ
れ
て
い
る

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
奥
さ
ん
で

す
。
保
険
料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
が
一
括
し
て
負
担
し
ま

す
の
で
、
直
接
自
分
で
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

ζ

の
た
め
に
は
第
三

号
被
保
険
者
と
し
て
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
方
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